
新
年
の
ご
挨
拶

宮
司
　
澤
田
政
泰

　

平
成
二
十
五
年
癸
巳
の
新
春
を
迎
え
、
国
運
の
隆
昌

な
ら
び
に
皇
室
の
ご
安
泰
は
も
と
よ
り
、
氏
子
崇
敬
者

各
位
の
ご
多
祥
、
ご
発
展
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
号
が
、
皆
様
方
に
届
く
頃
に
は
、
又
、
新
し
い

内
閣
が
出
来
て
い
ま
す
。
小
泉
首
相
の
後
は
、
自
民
・

民
主
を
問
わ
ず
、
首
相
は
ほ
ぼ
一
年
交
代
で
す
。
そ
の

都
度
、
政
策
や
方
針
は
変
わ
り
ま
す
が
、
何
一
つ
解
決

し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

先
月
、
先
週
の
世
論
調
査
、
支
持
率
動
向
に
一
喜
一

憂
し
、
前
週
と
の
比
較
に
気
を
揉
み
な
が
ら
意
思
決
定

を
す
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
の
評
価
に
耐
え
う
る
意
思

決
定
を
重
ね
、
ぶ
れ
な
い
戦
略
を
持
っ
た
政
党
や
政
治

家
が
出
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
私
達
も
そ
れ

を
見
抜
く
目
を
持
た
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
、
平
成
二
十
四
年
は
「
古
事
記
」
が
撰
上

さ
れ
て
よ
り
千
三
百
年
目
の
節
目
の
年
で
し
た
。

　
「
古
事
記
」
は
、
御
存
じ
の
と
お
り
、
天
地
開
闢
・

高
天
原
神
話
・
国
譲
り
、
そ
し
て
、
神
武
天
皇
よ
り
第

三
十
三
代
の
推
古
天
皇
ま
で
の
物
語
で
す
。
そ
れ
以
後
、

第
百
二
十
五
代
の
今
上
陛
下
ま
で
全
て
、
男
系
で
皇
統

を
継
が
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
歴
史
こ
そ
、
日
本

の
国
柄
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

小
泉
政
権
の
終
わ
り
の
頃
に
は
、
女
性
天
皇
を
容
認

す
る
話
が
で
て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
よ
り
、
神
社
界
は
、

女
性
天
皇
と
、
女
系
天
皇
の
違
い
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

幸
い
に
し
て
、
悠
仁
親
王
殿
下
の
ご
誕
生
に
よ
っ
て
、

女
性
天
皇
の
問
題
は
沈
静
化
し
ま
し
た
が
、
今
度
は
、

女
性
宮
家
創
設
で
す
。
こ
れ
は
、
女
系
天
皇
に
繋
が
る

事
が
十
分
に
予
想
さ
れ
る
忌
々
し
き
問
題
で
反
対
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
世
界
で
は
百
九
十
を
超
え
る
国
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
同
じ
国
柄
で
千
年
を
超
え
る
国
は
日
本

以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
国
四
千
年
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
、王
朝
は
交
代
し
、支
配
民
族
も
違
い
ま
す
。
英
国
・

仏
国
に
お
い
て
も
似
た
様
な
も
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
に

至
っ
て
は
、
建
国
し
て
か
ら
ま
だ
二
三
六
年
し
か
経
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
女
系
天
皇
が
即
位
し
た
時
は
、
男
系

に
よ
る
皇
位
継
承
が
終
わ
り
、
長
い
国
柄
を
誇
っ
た
日

本
が
、
日
本
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
事
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
点
も
、
ぶ
れ
な
い
日
本
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。
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神
道
政
治
連
盟
推
薦

参
議
院
議
員　

比
例
代
表
（
全
国
区
）

あ 

り 

む 

ら 

治 

子

「
皇
室
の
尊
厳
、

　

日
本
の
誇
り
を

　
　

大
事
に
し
よ
う
」

　

国
語
の
乱
れ
、
と
り
わ
け
不
適
切
な
敬
語
表
現
が
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。

　

今
年
三
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
中
継
の
あ
っ
た
参
議
院
予
算
委
員
会

に
お
い
て
自
民
党
を
代
表
し
質
問
に
立
っ
た
私
は
、「
女
性
宮
家
創

設
が
、
陛
下
の
御
意
思
か
ど
う
か
」
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を

質
し
ま
し
た
。
宮
内
庁
・
風
岡
典
之
次
長
（
当
時
、現
宮
内
庁
長
官
）

は
「
陛
下
は
、
憲
法
上
、
国
政
に
関
す
る
権
能
を
有
し
な
い
と
い

う
お
立
場
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
制
度
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
特

に
発
言
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
言
を
聞
い
て
、「
本
当
に
宮
内
庁
は
大
丈
夫
か
？
」
と
不

安
を
覚
え
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
天
皇
陛

下
に
仕
え
て
頂
く
宮
内
庁
職
員
、
特
に
幹
部
職
員
く
ら
い
は
的
確

な
言
葉
遣
い
、
適
切
な
尊
敬
語
・
謙
譲
語
を
心
が
け
て
頂
き
た
い

も
の
で
す
。

　

天
皇
陛
下
は
こ
の
春
、
心
臓
バ
イ
パ
ス
手
術
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
の
手
術
に
つ
い
て
は
、
新
聞
や
報
道
番
組
の
み
な
ら
ず

ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
ま
で
が
連
日
に
わ
た
り
詳
細
に
報
じ
ま
し
た
。
心

臓
の
拡
大
図
や
血
管
の
つ
な
ぎ
方
な
ど
事
細
か
に
説
明
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
果
た
し
て
一
連
の
報
道
が
適
切
で
あ
っ
た
の
か

ど
う
か
は
、
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

病
気
、
病
歴
な
ど
は
個
人
情
報
の
最
た
る
も
の
。
最
近
で
は
病

院
に
お
い
て
も
、
名
前
で
は
な
く
受
付
番
号
な
ど
で
ア
ナ
ウ
ン
ス

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
病
に
向
き
合
い
、
辛
い
状
況

に
あ
る
患
者
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
（
個
人
情
報
）
を
尊
重
す
る
、

社
会
的
配
慮
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

か
つ
て
、
昭
和
天
皇
が
ご
病
気
に
な
ら
れ
た
際
、
医
師
団
は
陛

下
の
手
術
を
行
っ
て
い
い
も
の
か
、
果
た
し
て
御
体
に
メ
ス
を
入

れ
る
こ
と
が
適
切
な
の
か
、
と
葛
藤
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
の
御
代
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も
二
十
数
年
経
ち
ま
し
た
が
、
今
上
陛
下
も
世
界
の
平
和
を
祈
り
、

日
本
民
族
の
安
寧
の
た
め
、
国
民
と
真
摯
に
向
き
合
わ
れ
、
力
を

尽
く
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
後
の
陛
下
の
お
姿

に
国
民
は
敬
愛
の
念
を
深
め
、
さ
ら
に
絆
を
確
か
な
も
の
に
し
ま

し
た
。「
開
か
れ
た
皇
室
」
と
は
、
陛
下
や
皇
族
方
の
ご
病
状
や
家

庭
内
力
学
の
全
て
を
万
人
の
知
る
と
こ
ろ
に
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
は
ず
で
す
。
こ
と
皇
室
に
関
し
て
は
、
慎
み
を
持
っ
た
謙

虚
な
日
本
国
民
で
あ
り
た
い
、
と
強
く
念
じ
ま
す
。

　

今
か
ら
十
五
年
前
、
宮
内
庁
が
中
心
と
な
り
、
女
性
・
女
系
天

皇
容
認
を
含
め
た
皇
室
制
度
に
関
す
る
検
討
会
を
非
公
開
で
、
い

わ
ば
秘
密
裏
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
柄
の
根
幹
と
も
言
え
る
ご
皇
室
の
御
事
に
つ
い
て
、
国
民
か
ら

隠
す
か
の
よ
う
に
議
論
し
て
お
き
な
が
ら
、
今
上
陛
下
の
ご
病
状
、

手
術
の
詳
細
を
公
表
し
、
果
て
に
は
陛
下
が
ご
快
復
途
上
、
大
変

な
思
い
で
リ
ハ
ビ
リ
を
な
さ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
大
事
な
時
期
に
、

陛
下
の
埋
葬
方
法
の
検
討
を
発
表
し
た
宮
内
庁
の
対
応
に
は
、
理

解
し
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

政
府
は
、
万
世
一
系
、
百
二
十
五
代
に
わ
た
る
男
系
男
子
に
よ

る
皇
位
継
承
の
歴
史
を
変
質
さ
せ
る
、「
女
性
宮
家
」
な
る
も
の
の

創
設
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
今
こ
そ
二
千
六
百
有
余
年
に
わ
た

り
日
本
民
族
が
堅
持
し
て
き
た
国
柄
を
守
り
、
固
め
成
す
時
で
す
。

国
民
の
多
く
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
・
皇
族
方
を
お
護
り
す
る
の

が
宮
内
庁
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
宮
内
庁
に
は
信
じ
ら
れ

る
役
割
を
担
っ
て
頂
き
た
い
。
私
の
率
直
な
願
い
で
す
。

神
道
政
治
連
盟
と
は

神
道
政
治
連
盟（
略
称
・
神
政
連
）は
、世
界
に
誇
る
日
本
の
文
化
・ 

伝
統
を
後
世
に
正
し
く
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
44
年
に

結
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。 

戦
後
の
日
本
は
、
経
済
発
展
に
よ
っ

て
物
質
的
に
は
豊
か
に
な
り
ま
し
た
が
、 

そ
の
反
面
、
精
神
的
な

価
値
よ
り
も
金
銭
的
な
価
値
が
優
先
さ
れ
る
風
潮
や
、 

思
い
遣
り

や
い
た
わ
り
の
心
を
欠
く
個
人
主
義
的
な
傾
向
が
強
ま
り
、 

今
日

で
は
多
く
の
問
題
を
抱
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

神
政
連
は
、

日
本
ら
し
さ
、
日
本
人
ら
し
さ
が 

忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
今
の
時

代
に
、 

戦
後
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
き
た
精
神
的
な
価
値
の
大
切
さ

を
訴
え
、 

私
た
ち
が
生
ま
れ
た
こ
の
国
に
自
信
と
誇
り
を
取
り
戻

す
た
め
に
、 

さ
ま
ざ
ま
な
国
民
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

兵
庫
県
本
部　

神
戸
市
中
央
区
多
聞
通
三
ー
一
ー
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
神
社
庁
内　
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平
成
二
十
四
年
度
　
下
期

　
　
祭
礼
等
奉
賛
者
御
芳
名

崇
敬
会
大
祭
・
例
祭
な
ど
、
例
年
特
別
の
玉
串
料
並
び
に
献

備
品
が
数
多
く
奉
献
せ
ら
れ
、
御
神
徳
を
景
仰
さ
れ
る
方
々

に
よ
っ
て
、
逐
年
、
神
威
の
高
揚
と
社
頭
の
隆
昌
と
を
仰
ぎ

ま
す
こ
と
は
御
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
御
篤
志
の

方
々
の
芳
名
を
録
し
、
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

七
月
十
五
日

崇
敬
会
大
祭

【
玉
串
料
】

田

川

　

智

東
町
区
自
治
会

御
影
西
町
地
区
自
治
会

中
御
影
地
車
保
存
会

大

江

明

仁

酒

井

徹

郎

平

田

　

隆

藤

原

　

久

松

谷

彰

久

安

井

俊

彦

李

　

花

子

池

田

英

代

岩

田

弘

子

魚

海

滋

三

河

南

一

雄

國

廣

節

子

谷

田

雅

夫

夏

原

房

次

郎

藤

澤

福

男

山

形

敬

直

一

原

裕

継

河

南

美

代

子

【
献
酒
】

中
御
影
地
車
保
存
会

酒

井

徹

郎

保

元

孝

彦

李

　

花

子

【
献
品
】

鯛
　
　
絹
川
三
郎

十
月
十
五
日

例
祭

【
玉
串
料
】

兵
庫
県
神
社
庁

神
戸
市
支
部

香

雪

美

術

館

東
町
区
自
治
会

中
御
影
地
車
保
存
会

御
影
弓
場
自
治
会

上
御
影
協
力
会

五
六
会
自
治
会

御
影
西
町
地
区
自
治
会

大

野

は

じ

め

酒

井

徹

郎

藤

原

　

久

藤

原

和

子

松

谷

彰

久

安

井

俊

彦

西
御
影
親
和
会

池

田

英

代

無
名
庵
　
い
わ
た
え
ん

岡

田

　

勝

谷

田

雅

夫

綱
敷
天
満
神
社

夏

原

房

次

郎

藤

澤

福

男

柳

田

　

亮

山

形

敬

直

一

原

裕

継

廣

瀬

和

司

八

木

一

江

【
献
酒
】

菊

正

宗

酒

造

白

鶴

酒

造

剣

菱

酒

造

中
御
影
地
車
保
存
会

御
影
西
町
地
区
自
治
会

岡

田

　

勝

酒

井

徹

郎

柳

田

　

享

李

　

花

子

【
献
品
】

鯛
　
　
絹
川
三
郎

み

か

ん

一

箱

大
田
食
料
品
店

月
次
祭

大
田
食
料
品
店

奥

野

商

事

㈱

岡

本

茂

行

國

廣

節

子

高
羽
幼
稚
園
理
事
長

田
川
　　
智

田

中

英

雄

田

嶋

英

雄

野

　

黒

平

田

　

隆

藤

原

　

久

月
釜

い

わ

た

え

ん

古

川

宗

晶

市

川

道

子

加

藤

か

ず

江

志

賀

　

縁

末

田

宗

季

特
別
御
奉
納

十
一
月

茶
道
　
切
合
風
炉
釜

岡
本
　
江
口
堯
子

　
　
　
　
作

　
釜
　
　
高
橋
敬
典

　
風
炉
　
金
谷
浄
雲
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七
月
　
一
日
　
月
次
祭
　

　
　
　
四
日
　
兵
庫
県
教
誨
師
会
　
役
員
会

　
　
　
　
　
　
於
　
加
古
川
刑
務
所
　
　
宮
司
　
出
席

　
　
　
八
日
　
月
釜
（
裏
千
家
・
古
川
宗
晶
）

　
　
十
五
日
　
夏
祭
・
崇
敬
会
大
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
列
二
十
三
名

　
　
十
八
日
　
神
社
庁
神
戸
市
支
部
東
灘
部
会
例
会

　
　
　
　
　
　
　
於
　
本
住
吉
神
社
　
　
宮
司
　
出
席

　
　
十
九
日
　
神
社
庁
　
月
次
祭
　
　
　
宮
司
　
参
列

　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
神
社
庁
役
員
会
・
支
部
長
会
・

　
　
　
　
　
　
協
議
員
会
　

　
　
　
　
　
　
於
　
湊
川
神
社
参
集
殿
　
宮
司
　
出
席

　
　
三
十
日
　
神
社
庁
神
宮
大
麻
頒
布
推
進
会
議

　
　
　
　
　
　
於
　
兵
庫
県
神
社
庁
　
　
宮
司
　
出
席

八
月
　
一
日
　
月
次
祭

　　
八
・
九
日
　
兵
庫
県
神
社
庁
神
戸
市
支
部

　
　
　
　
　
　
現
任
神
職
研
修
会
　

　
　
　
　
　
　
於
　
兵
庫
県
神
社
庁
　
　
宮
司
　
参
加

二
十
二
・
二
十
三
日
　
東
西
神
社
人
野
球
大
会
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
熱
田
神
宮
　
　
宮
司
　
参
加

　
二
十
七
日
　
神
社
庁
　
月
次
祭
　
　
　
宮
司
　
参
列

　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
役
員
会
　
　
　
宮
司
　
出
席

　
二
十
七
日
　
兵
庫
県
神
社
庁
神
戸
市
支
部
役
員
会

　
　
　
　
　
　
於
　
湊
川
神
社
社
務
所
　
宮
司
　
出
席

九
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
二
日
　
兵
庫
県
神
社
関
係
者
大
会
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
於
　
城
崎
　
城
崎
会
議
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
司
　
出
席

　　
六
・
七
日
　
全
国
熊
野
会
　
総
会

　
　
　
　
　
　
於
　
山
形
県
熊
野
神
社
　
　
宮
司
出
席

　
　
　
九
日
　
月
釜
（
表
千
家
・
市
川
社
中
　

　
　
　
　
　
　                     

花
み
ず
き
会
）

 

十
・
十
一
日
　
全
国
教
誨
師
研
修
大
会
　

　
　
　
　
　
　
於
　
神
戸
国
際
会
議
場
　
宮
司
　
参
加

　
　
二
十
日
　
生
田
神
社
例
祭
　
　
　
　
宮
司
　
参
列

　
　
二
十
日
　
神
社
庁
　
月
次
祭
　
　
　
宮
司
　
参
列

　
　
　
　
　
　
同
　
役
員
会
・
財
務
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
司
　
出
席

　
　
三
十
日
　
崇
敬
会
旅
行
　

　
　
　
　
　
　
滋
賀
県
・
田
村
神
社
　
参
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
二
十
五
名

十
月
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
十
一
日
　
兼
務
社
（
西
平
野
）
厳
島
神
社
　
例
祭

　
　
十
四
日
　
月
釜
（
表
千
家
・
加
藤
か
ず
江
・

　
　
　
　
　
　                     

志
賀
　
縁
）

　
　
十
四
日
　
西
之
町
　
富
玉
稲
荷
　
例
祭

　
　
　
　
　
　
上
御
影
　
三
星
稲
荷
　
例
祭

十
月
十
五
日
　
例
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
参
列
三
十
名

　
　
十
八
日
　
　
長
田
神
社
例
祭
　
　
　
宮
司
　
参
列

　
　
二
十
日
　
　
神
社
庁
　
月
次
祭
　
　
宮
司
　
参
列

　
　
　
　
　
　
　
同
　
役
員
会
・
財
務
委
員
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
司
　
出
席

　
　
三
十
日
　
　
神
社
庁
神
戸
市
支
部

　
　
　
　
　
　
　
先
賢
慰
霊
祭
並
び
に
神
宮
大
麻
・
暦

　
　
　
　
　
　
　
頒
布
始
祭

　
　
　
　
　
　
　
同
　
支
部
総
会
　
於
　
兵
庫
・
蛭
子

　
　
　
　
　
　
　
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
司
　
参
列
　
参
加

例祭　祭典御奉仕（東之町総代）
右　大澤　潔　氏　左　玉澤道夫　氏

崇敬会　参拝旅行　滋賀県　田村神社にて
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平
成
二
十
五
年
　
上
半
期
行
事
予
定

と
ん
ど
の　

お
願
い

十
一
月
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
六
日
　
兵
庫
県
神
戸
護
国
神
社
秋
季
慰
霊
大
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
司
　
参
列

　
　
十
二
日
　
神
社
庁
財
務
委
員
会
　
　
宮
司
　
出
席

　
　
十
四
日
　
神
戸
拘
置
所
「
み
お
や
祭
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
司
　
奉
仕

　
二
十
二
日
　
神
社
庁
財
務
委
員
会
　
　
宮
司
　
出
席

　
二
十
八
日
　
神
社
庁
　
月
次
祭
　
　
　
宮
司
　
参
列

　
　
　
　
　
　
同
　
役
員
会
　
　
　
　
　
宮
司
　
出
席

　
二
十
九
日
　
兵
庫
県
神
道
教
誨
師
研
修
会

　
　
　
　
　
　
於
　
生
田
神
社
会
館
　
　
宮
司
　
出
席

十
二
月
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
五
日
　
神
社
庁
神
戸
市
支
部
東
灘
部
会
例
会

　
　
　
　
　
　
於
　
岡
本
鷺
宮
八
幡
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
司
以
下
職
員
　
出
席

　
　
　
七
日
　
神
戸
拘
置
所
教
誨
師
研
修
会

　
　
　
　
　
　
於
　
神
戸
拘
置
所
　
　
　
宮
司
　
出
席

　
　
　
九
日
　
月
釜
（
裏
千
家
・
末
田
宗
季
）

　
　
　
十
日
　
神
社
庁
神
戸
市
支
部
役
員
会

　
　
　
　
　
　
於
　
楠
公
会
館
　
　
　
　
宮
司
　
出
席

　
　
十
二
日
　
兵
庫
県
神
社
庁
役
員
・
支
部
長
会

　
　
　
　
　
　
於
　
湊
川
神
社
参
集
殿
　
宮
司
　
出
席

　
　
十
六
日
　
総
代
会
・
年
末
年
始
行
事
打
合

　
二
十
三
日
　
焼
き
芋
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
弦
羽
神
社
崇
敬
会
　
主
催

　
三
十
一
日
　
年
越
「
大
祓
」・
除
夜
祭
　

一
月
一
日
　
歳
旦
祭

　
　
三
日
　
元
始
祭

　
十
四
日
　
御
保
岐
祭

　
十
五
日
　「
と
ん
ど
」

　
　
　
　
　
正
月
〆
飾
り
・
古
札
御
焚
上

　
二
十
日
　
祭
礼
打
合
せ
　
初
会

二
月
一
日
　
月
次
祭

　
　
十
日
　
月
釜
（
裏
千
家
・
森
本
宗
若
）

二
十
四
日
　
祈
年
祭

三
月
一
日
　
月
次
祭

　
　
十
日
　
月
釜
（
裏
千
家
・
直
井
宗
順
）

四
月
一
日
　
月
次
祭

　
十
四
日
　
月
釜
（
裏
千
家
・
北
口
宗
静
）

五
月
一
日
　
月
次
祭

　
　
三
日
　
春
季
大
祭

　
　
四
日
　
地
車
祭
（
地
車
宮
入
）

　
十
二
日
　
月
釜
（
煎
茶
・
一
茶
菴
　
勝
間
成
玉
）　

六
月
一
日
　
月
次
祭

　
　
九
日
　
月
釜
（
裏
千
家
・
大
井
宗
紅
）

　
三
十
日
　
夏
越
「
大
祓
」

　
当
社
で
は
、
一
月
十
五
日
に
、
正
月
の
〆
飾
り

や
古
札
の
お
焼
上
げ
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
環
境
問
題
並
び
に
、
後
片
付
け
の
負
担
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
左
記
の
様
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
何
卒
、
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　【
記
】

一
、
日
時
　
一
月
十
五
日
　

　
　
午
前
七
時
～
午
後
四
時

　
　（
成
人
の
日
で
は
有
り
ま
せ
ん
）

一
、
お
焚
き
上
げ
出
来
る
も
の

　
　
正
月
の
〆
飾
り
（
橙
は
外
し
て
下
さ
い
）

　
　
神
札
・
御
守
・
破
魔
矢
等

※
　
袋
・
包
紙
等
は
お
持
ち
か
え
り
下
さ
い

一
、
出
来
な
い
も
の

　
　
鏡
餅
等
の
お
供
え
（
燃
え
ま
せ
ん
）

　
　
書
き
初
め
・
葉
書
・
手
紙
・
祝
儀
袋

　
　（
燃
え
た
紙
が
舞
い
上
が
り
危
険
で
す
）

※
　
時
間
外
の
お
預
か
り
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
　
又
、
受
け
付
け
出
来
な
い
物
は
お
持
ち
帰
り

　
　
い
た
だ
き
ま
す
。

（6）（第26号）ゆづるは神社社報平成25年1月1日 ゆ　　　づ　　　る　　　は



平成25年度 厄年表（数え年）
男性 女性
平成元年生

25歳
巳（み）

平成7年生

19歳
亥（い）

昭和４8年生

41歳
丑（うし）

昭和５7年生

32歳
戌（いぬ）

昭和４7年生

42歳
子（ね）

昭和５6年生

33歳
酉（とり）

昭和４6年生

43歳
亥（い）

昭和５5年生

34歳
申（さる）

還　暦

61歳
昭和２8年生 巳（み）

昭和５2年生 巳（み） 
37歳

昭和２8年生　還暦
 61歳

厄年の人は、神社に参拝して『厄除祈祷』を受けられて
清々しい気持で一年を過ごしましょう。  
ご祈祷は、随時受け付けておりますが、元旦より  
節分までの間にお受けになられるのが良いと思います 。 

御初穂料　お一人　8千円以上お心持ち  
　ご夫婦揃ってお受けの場合は  
　１万円以上お心持ちとさせていただいております  

昭和64年生

『年祝』のお勧め

  『年祝』の御初穂料は　壱萬円以上
　お心持ちとさせていただいております。　
新春又は、お誕生日に近い日にご家族揃われて 『年祝』 
をお受けになられる事をお勧めいたします。
随時受け付けておりますので社務所迄お申し出下さい。 
※一般に『算賀祭』は数え年で行いますが、満年齢でさ
れても良いでしょう。

日本には、昔から長寿を祝う風習があります。
これまでの神様のご加護に感謝するとともに、更に今
後の長寿息災を祈願することを 『年祝(としゆわい）』  
あるいは『算賀祭（さんがさい）』と言います。
平成２5年は下記の方がその歳にあたります。　   
これらのお祝いの年には、神社に参拝して無事に人生
を送れたことへの感謝と喜びを神さまに奉告し、ご家
族そろってお祝いされると良いでしょう。

年　祝 かぞえどし 生まれ年 謂われ

還 暦 ６１歳 昭和２8年生 再び生れた年の干支に還る

古 希 ７０歳 昭和１9年生 「人生七十古来稀也」杜甫の曲江詩

喜 寿 ７７歳 昭和１2年生 喜の略字が「七十七」

傘 寿 ８０歳 昭和  9年生 傘の略字が「八十」

米 寿 ８８歳 
大正１5年生 米の字を分解すると「八十八」

卒 寿 ９０歳 大正１3年生 卒の異体字「卆」が「九十」

白 寿 ９９歳 大正  4年生 百の字から一をとれば「白」

上 寿 100歳 大正  3年生 長寿を3段階に分けた最上位

かんれき

こ　　き

き  　じゅ

さんじゅ

べいじゅ

そつじゅ

はくじゅ

じょうじゅ

昭和元年生
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